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論
文
要
旨 

 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
残
留
日
本
兵
の
社
会
史
的
研
究1942-2014 

 

林 

英
一 

  

本
論
文
の
目
的
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
形
成
す
る
上
で
重

要
な
歴
史
的
出
来
事
を
、
残
留
日
本
兵
と
い
う
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
存
在
の
視
点
を
通
じ
て
捉

え
直
す
こ
と
で
、
国
軍
中
心
史
観
を
実
証
研
究
に
よ
っ
て
相
対
化
し
、
従
来
の
先
行
研
究
よ

り
も
長
い
時
間
軸
の
中
で
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
あ
る
。 

 

具
体
的
に
は
、
二
人
の
残
留
日
本
兵
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
縦
軸
に
、
日
本
占
領
期

（
一
九
四
二
～
一
九
四
五
年
）
、
革
命
期
（
一
九
四
五
～
一
九
四
九
年
）
、
議
会
制
民
主
主

義
期
（
一
九
五
〇
～
一
九
五
九
年
）
、
一
九
六
五
年
の
ク
ー
デ
タ
ー
未
遂
に
よ
る
社
会
変

容
、
ス
ハ
ル
ト
に
よ
る
翼
賛
的
な
個
人
支
配
（
一
九
六
六
～
一
九
九
八
年
）
、
民
主
化
と
地

方
分
権
（
一
九
九
九
年
～
現
在
）
の
過
程
を
横
軸
と
し
て
描
く
な
か
で
、
従
来
の
通
説
的
な

時
代
認
識
を
修
正
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
多
元
主
義
と
排
他
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
相
克
を

展
望
し
た
。 

 

本
論
文
の
章
立
て
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。 

 

序
論 研

究
の
概
要 

 

全
体
像
の
俯
瞰 

本
論 

序
章 

主
人
公
ふ
た
り
の
生
い
立
ち 

第
一
章 

抗
日
と
残
留
の
背
景
―
―
日
本
占
領
の
実
態 1942-1945 

 

は
じ
め
に 

 

開
戦 

 

南
方
軍
政 

ジ
ャ
ワ
防
衛
義
勇
軍 

ジ
ャ
ワ
防
衛
義
勇
軍
特
設
遊
撃
隊 

抗
日
蜂
起 

武
器
を
め
ぐ
る
争
い 

小
括 

第
二
章 

革
命
の
中
心
と
周
縁
―
―
脱
植
民
地
化
の
諸
相 1945-1949 

は
じ
め
に 

 

東
部
ジ
ャ
ワ
の
状
況 
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西
部
ジ
ャ
ワ
の
状
況 

北
部
ス
マ
ト
ラ
の
状
況 

小
括 

第
三
章 

排
除
と
包
摂
―
―
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
国
籍
・
市
民
権 1950-1964 

 

は
じ
め
に 

 

オ
ラ
ン
ダ
系
住
民 

 

中
国
系
住
民 

 

残
留
日
本
人 

（
一
）
強
制
送
還
問
題 

（
二
）
無
国
籍
化 

（
三
）
帰
化 

 

小
括 

第
四
章 

記
憶
と
忘
却
―
―
大
量
虐
殺1965-2011 

 

は
じ
め
に 

 

九
・
三
〇
事
件
の
概
要 

 

先
行
研
究
の
整
理 

 

調
査
村
の
概
要 

 

虐
殺
以
前
の
村
落
社
会 

 

住
民
虐
殺
の
実
態 

虐
殺
以
後
の
村
落
社
会
の
変
容 

 
 

（
一
）
被
害
者
家
族 

 
 

（
二
）
加
害
者
家
族 

 
 

（
三
）
権
力
関
係
の
形
成 

 
 

（
四
）
忘
却
の
政
治 

 
 

（
五
）
村
の
経
済
状
況 

 
 

（
六
）
権
力
関
係
の
変
化 

 

小
括 

第
五
章 

組
織
化
―
―
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
日
系
社
会
の
形
成 1979-2014 

 

は
じ
め
に 

 

有
力
者
の
台
頭 

組
織
化 

名
誉
回
復 

二
世
・
三
世
の
就
労
問
題 

「
記
憶
の
共
同
体
」
の
架
け
橋 

帰
還
移
民 

排
除
さ
れ
た
日
系
人 
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国
家
英
雄 

小
括 

結
論 

 

研
究
の
展
望
に
か
え
て 

主
要
参
考
文
献 

図
版
一
覧 

 

本
論
文
の
各
章
毎
の
要
約
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。 

ま
ず
序
論
で
は
、
国
軍
中
心
史
観
を
定
義
し
、
研
究
対
象
で
あ
る
残
留
日
本
兵
に
つ
い
て

説
明
し
た
。
つ
い
で
研
究
手
法
、
先
行
研
究
、
社
会
的
研
究
意
義
に
言
及
し
た
後
、
ア
ジ
ア

各
地
に
離
散
し
た
残
留
日
本
兵
の
全
体
像
を
俯
瞰
し
た
。
残
留
日
本
兵
が
多
く
発
生
し
た
の

は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
中
国
の
三
カ
国
で
、
い
ず
れ
も
脱
植
民
地
化
の
過
程
で

激
し
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
地
域
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
カ
国
に
つ
い
て
は
、
比
較
的
資

料
が
残
さ
れ
て
お
り
研
究
者
ら
に
よ
っ
て
個
々
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ

研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
ベ
ト
ナ
ム
、
中
国
と
異
な

り
、
三
二
四
人
と
い
う
多
数
の
残
留
日
本
兵
が
現
地
に
定
着
し
、
ア
ジ
ア
で
唯
一
の
残
留
日

本
兵
に
よ
る
互
助
組
織
を
結
成
し
、
末
裔
た
ち
が
日
系
人
労
働
者
と
し
て
日
本
社
会
に
還
流

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
本
と
ア
ジ
ア
の
七
〇
年
余
の
戦
後
を
振
り
返
る
上
で
、
格
好
の
事

例
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。 

 

序
章
「
主
人
公
ふ
た
り
の
生
い
立
ち
」
で
は
、
本
論
文
の
主
人
公
で
あ
る
二
人
の
残
留
日

本
兵
が
日
本
軍
入
り
す
る
ま
で
の
軌
跡
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
次
章
以
降
で
二
人
の
ラ
イ
フ

ヒ
ス
ト
リ
ー
を
再
構
成
す
る
に
あ
た
り
、
彼
ら
が
日
本
社
会
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
位
置
を

占
め
て
い
た
か
に
よ
っ
て
生
じ
る
バ
イ
ア
ス
を
修
正
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
小
野
と
藤
山

は
、
出
身
地
は
異
な
る
も
の
の
、
三
男
坊
と
い
う
出
自
、
高
等
小
学
校
を
出
て
青
年
学
校
に

学
ん
だ
と
い
う
学
歴
、
二
〇
歳
前
後
で
志
願
し
て
日
本
軍
に
入
っ
た
と
い
う
経
歴
は
か
な
り

似
通
っ
て
い
た
。
し
か
し
日
本
軍
入
り
し
た
動
機
や
体
験
を
つ
ぶ
さ
に
み
て
み
る
と
、
小
野

が
軍
隊
を
相
対
的
に
肯
定
的
か
つ
積
極
的
に
捉
え
て
、
下
士
官
に
な
る
こ
と
を
目
標
に
励
ん

で
い
た
の
に
対
し
、
藤
山
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
消
極
的
な
理
由
で
日
本
軍
に
入
り
、
厳
し

い
私
的
制
裁
の
対
象
と
な
り
、
辛
酸
を
舐
め
、
軍
隊
を
否
定
的
に
捉
え
て
い
た
。 

第
一
章
「
抗
日
と
残
留
の
背
景
―
―
日
本
占
領
の
実
態 1942-1945

」
で
は
、
三
年
半
に

わ
た
る
日
本
占
領
期
を
扱
っ
た
。
同
時
期
に
つ
い
て
は
一
九
五
〇
年
代
以
降
、
主
に
東
南
ア

ジ
ア
研
究
の
領
域
で
世
界
的
に
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
初
期
に
は
日
本
軍
政
の
評

価
を
め
ぐ
り
、
軍
政
が
東
南
ア
ジ
ア
史
の
構
造
と
そ
の
政
治
の
質
を
根
本
的
に
変
化
さ
せ
た

と
す
る
「
変
化
説
」
と
、
変
化
は
軍
政
以
前
か
ら
す
で
に
は
じ
ま
っ
て
い
た
も
の
と
し
て
変

化
説
を
否
定
す
る
「
連
続
説
」
と
の
間
で
政
治
史
的
な
論
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
そ
の
後
一

九
八
〇
年
代
以
降
、
社
会
経
済
史
的
な
観
点
か
ら
の
地
方
史
的
実
証
研
究
へ
と
関
心
が
移
っ
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て
い
る
。
ま
た
近
年
で
は
、
帝
国
研
究
の
一
環
と
し
て
従
来
の
研
究
を
再
検
証
し
た
り
、
民

族
主
義
者
た
ち
の
対
日
協
力
問
題
を
、
対
日
協
力
と
抵
抗
の
「
は
ざ
ま
」
で
独
立
へ
の
最
短

距
離
を
目
指
し
た
自
律
的
な
動
き
と
解
釈
し
た
り
す
る
よ
う
な
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ

う
し
た
研
究
動
向
を
踏
ま
え
た
上
で
、
日
本
軍
が
補
助
部
隊
と
し
て
東
南
ア
ジ
ア
各
地
で
組

織
し
た
義
勇
軍
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
日
本
占
領
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
。
従

来
の
研
究
で
は
、
ジ
ャ
ワ
に
お
け
る
義
勇
軍
の
一
大
団
の
反
乱
や
ビ
ル
マ
国
軍
が
加
わ
っ
た

抗
日
地
下
組
織
の
抗
日
蜂
起
が
日
本
の
支
配
に
対
す
る
義
挙
と
し
て
、
ま
た
イ
ン
パ
ー
ル
作

戦
を
と
も
に
し
た
イ
ン
ド
国
民
軍
の
行
動
が
日
本
軍
と
「
共
戦
共
死
」
を
選
ん
だ
も
の
と
し

て
理
解
さ
れ
、
日
本
軍
政
の
意
義
を
強
調
す
る
立
場
か
ら
は
反
乱
は
過
小
評
価
、
イ
ン
ド
国

民
軍
の
行
動
は
過
大
評
価
さ
れ
、
逆
に
国
軍
中
心
の
歴
史
観
か
ら
は
反
乱
は
過
大
評
価
さ
れ

て
き
た
。
本
章
で
は
義
勇
軍
教
育
に
貢
献
し
た
柳
川
宗
成
の
個
人
史
と
絡
め
な
が
ら
義
勇
軍

の
編
制
過
程
を
概
観
す
る
な
か
で
、
義
勇
軍
の
反
乱
、
抗
日
が
東
南
ア
ジ
ア
で
非
公
式
帝

国
・
日
本
が
崩
壊
し
た
一
要
因
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
一
方
で
、
共
産
党
や

一
般
民
衆
な
ど
の
義
勇
軍
以
外
の
勢
力
の
存
在
を
指
摘
し
、
国
軍
中
心
史
観
を
修
正
し
た
。

そ
の
上
で
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
な
か
で
相
対
的
に
対
日
協
力
の
度
合
い
が
強
か
っ
た
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
に
軍
政
初
期
の
一
九
四
二
年
に
き
て
、
住
民
か
ら
歓
迎
を
受
け
た
小
野
と
、
戦
局

が
悪
化
し
、
義
勇
軍
が
編
成
さ
れ
た
後
の
一
九
四
四
年
に
き
た
藤
山
と
の
体
験
の
相
違
を
指

摘
し
、
両
者
が
帝
国
崩
壊
を
ど
の
よ
う
に
迎
え
、
い
か
な
る
状
況
下
で
残
留
と
い
う
選
択
を

行
っ
て
い
た
の
か
を
考
察
し
た
。
そ
の
こ
と
を
通
じ
て
、
元
義
勇
兵
ら
が
革
命
の
主
体
と
し

て
自
律
的
な
動
き
を
と
る
な
か
、
日
本
軍
が
保
有
す
る
武
器
を
め
ぐ
る
争
い
が
他
地
域
に
比

べ
て
大
規
模
に
発
展
し
な
か
っ
た
西
部
ジ
ャ
ワ
は
、
日
本
兵
た
ち
が
残
留
し
や
す
い
環
境
に

あ
っ
た
こ
と
を
示
し
、
残
留
と
い
う
選
択
に
際
し
個
々
人
の
意
思
よ
り
も
、
な
ぜ
残
留
で
き

た
の
か
と
い
う
外
在
的
な
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。 

第
二
章
「
革
命
の
中
心
と
周
縁
―
―
脱
植
民
地
化
の
諸
相 1945-1949

」
で
は
、
四
年
半

の
革
命
期
を
扱
っ
た
。
同
時
期
は
、
オ
ラ
ン
ダ
軍
と
戦
火
を
交
え
た
こ
と
か
ら
、
国
軍
の
活

躍
が
と
か
く
強
調
さ
れ
や
す
い
。
な
か
で
も
、
一
九
四
八
年
に
オ
ラ
ン
ダ
軍
に
よ
っ
て
ス
カ

ル
ノ
、
ハ
ッ
タ
正
副
大
統
領
が
逮
捕
・
連
行
さ
れ
た
と
き
、
ス
カ
ル
ノ
の
投
降
命
令
に
背
い

て
、
ゲ
リ
ラ
戦
の
陣
頭
指
揮
を
と
っ
た
二
九
歳
の
国
軍
司
令
官
ス
デ
ィ
ル
マ
ン
の
行
動
は
、

今
日
国
軍
に
よ
っ
て
な
か
ば
神
話
化
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
国
軍
は
、
ス
デ
ィ
ル
マ
ン
の
行

為
を
、
文
民
指
導
者
の
命
令
が
国
家
の
主
権
や
統
一
を
危
う
く
す
る
よ
う
な
場
合
、
そ
れ
を

無
視
し
て
で
も
国
家
の
た
め
に
尽
く
す
と
の
思
想
を
体
現
し
た
も
の
と
理
解
し
、
独
立
戦
争

の
勝
利
は
降
伏
を
拒
否
し
た
人
民
の
軍
隊
の
存
在
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
考
え
方
は
、
戦
後
、
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ハ
リ
ス
・
ナ
ス
テ
ィ
オ
ン
に
よ
っ
て
、
理
論

化
さ
れ
た
。
ナ
ス
テ
ィ
オ
ン
は
、
一
九
五
八
年
に
陸
軍
セ
ミ
ナ
ー
で
国
軍
の
「
中
道
」
路
線

を
提
唱
し
、
国
軍
は
国
防
だ
け
で
な
く
、
国
内
の
治
安
維
持
の
機
能
も
備
え
、
国
家
の
守
護

者
と
し
て
振
る
舞
う
べ
き
で
あ
る
と
の
「
二
重
機
能
」
論
を
確
立
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、



5 
 

現
在
三
六
万
に
の
ぼ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
陸
海
空
軍
の
正
統
性
が
思
想
的
に
裏
付
け
ら
れ
て

き
た
。
し
か
し
な
が
ら
本
章
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
革
命
の
中
心
で
あ
っ
た
ジ
ャ
ワ
で
は
、

た
し
か
に
そ
の
後
半
に
激
し
い
ゲ
リ
ラ
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
も
の
の
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政

府
の
外
交
交
渉
と
、
そ
れ
に
影
響
を
与
え
た
冷
戦
、
と
く
に
ア
メ
リ
カ
の
関
与
が
、
脱
植
民

地
化
を
達
成
す
る
上
で
極
め
て
重
要
で
あ
っ
た
。
近
年
で
は
日
本
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
双
方

で
、
こ
の
独
立
戦
争
へ
の
残
留
日
本
兵
の
貢
献
を
強
調
し
、
彼
ら
を
な
か
ば
英
雄
と
し
て
捉

え
る
言
説
も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
本
章
で
詳
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
残
留
日
本
兵
の
多
く

は
外
交
交
渉
や
内
戦
的
状
況
の
煽
り
を
受
け
て
右
往
左
往
し
て
い
て
い
た
「
ゲ
リ
ラ
」
、
流

狼
の
「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
と
い
う
の
が
実
態
に
近
く
、
小
野
の
よ
う
に
日
本
人
部
隊
に
参
加

し
、
東
部
ジ
ャ
ワ
の
山
中
で
最
後
ま
で
ゲ
リ
ラ
戦
を
繰
り
広
げ
た
の
は
例
外
で
あ
る
。
多
く

の
残
留
日
本
兵
は
、
藤
山
の
よ
う
に
行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
で
、
結
婚
し
た
り
戦
線
か
ら
離

脱
し
た
り
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
地
域
別
で
み
る
と
、
ジ
ャ
ワ
で
残
留
し
た
者
よ

り
も
ス
マ
ト
ラ
で
残
留
し
た
者
の
方
が
多
い
が
、
生
存
率
で
み
る
と
、
ジ
ャ
ワ
の
方
が
ス
マ

ト
ラ
の
二
倍
近
く
に
の
ぼ
る
こ
と
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
下
か
ら
の
社
会
革
命
が
発
生
し
た

北
部
ス
マ
ト
ラ
で
は
、
様
々
な
民
族
や
武
装
集
団
が
縄
張
り
争
い
を
演
じ
て
、
よ
り
複
雑
な

脱
植
民
地
化
が
進
行
し
て
い
た
。
本
章
で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
残
留
日
本
兵
の
な
か
で
は
最

高
位
に
あ
た
る
陸
軍
大
尉
で
残
留
し
た
井
上
哲
郎
の
知
ら
れ
ざ
る
体
験
を
、
彼
が
現
地
語
で

綴
っ
た
手
記
（
未
公
開
史
料
）
を
精
査
す
る
こ
と
で
は
じ
め
て
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
に
よ

れ
ば
、
井
上
は
混
沌
と
し
た
状
況
下
に
あ
り
な
が
ら
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
の
外
交
力
が
事

態
を
解
決
す
る
と
見
抜
い
て
い
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
オ
ラ
ン
ダ
対
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
い
う

単
純
な
一
元
的
な
構
図
で
は
捉
え
ら
れ
な
い
独
立
戦
争
の
実
態
を
描
い
た
。 

第
三
章
「
排
除
と
包
摂
―
―
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
国
籍
・
市
民
権 1950-1964
」
で
は
、

「
一
九
五
〇
年
代
（
本
論
文
で
は
一
九
六
五
年
の
政
変
以
前
ま
で
と
広
義
に
捉
え
た
）
」
を

扱
っ
た
。
同
時
期
は
、
か
つ
て
「
失
わ
れ
た
一
〇
年
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
史

研
究
者
の
間
で
軽
視
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
近
年
で
は
、
現
在
の
民
主
化
の
行
方
を
占
う
上

で
、
西
欧
流
の
議
会
制
民
主
主
義
が
試
み
ら
れ
な
が
ら
も
、
様
々
な
価
値
観
が
せ
め
ぎ
あ
っ

て
い
た
一
九
五
〇
年
代
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
本
章
は
主
に
、
筆

者
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
収
集
し
た
現
地
語
新
聞
や
文
献
を
手
が
か
り
に
記
述
し
た
。
そ
の
結

果
、
明
ら
か
と
な
っ
た
の
は
、
こ
の
時
期
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
が
、
脱
植
民
地
化
を
志
向

す
る
排
他
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
背
景
に
、
プ
リ
ブ
ミ
を
優
先
し
て
異
質
な
他
者
を
な
る

べ
く
排
除
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
か
で
も
政
府
が
重
視
し
て
い
た
の

は
、
オ
ラ
ン
ダ
系
住
民
と
中
国
系
住
民
で
あ
る
。
独
立
戦
争
後
二
〇
数
万
が
残
っ
て
経
済
活

動
に
従
事
し
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
人
、
戦
前
か
ら
の
欧
亜
混
血
者
や
戦
時
に
日
本
人
と
の
間
で

生
ま
れ
た
日
系
オ
ラ
ン
ダ
人
は
、
経
済
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
政
策
を
と
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府

が
一
九
五
七
年
に
オ
ラ
ン
ダ
企
業
を
国
有
化
し
、
オ
ラ
ン
ダ
人
追
放
デ
モ
が
発
生
す
る
と
、

つ
ぎ
つ
ぎ
と
オ
ラ
ン
ダ
へ
引
揚
げ
て
い
っ
た
。
一
方
、
一
九
三
〇
年
の
時
点
で
人
口
の
二
％
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近
く
を
占
め
て
い
た
中
国
系
住
民
は
、
生
地
上
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
籍
、
血
統
上
は
中
国
国

籍
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
中
国
政
府
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
の
間
で
二
重
国
籍
問
題
が
懸
案

事
項
と
な
っ
た
。
経
済
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
政
策
を
打
ち
出
し
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
は
、
中

国
政
府
と
の
間
で
一
九
六
〇
年
に
二
重
国
籍
条
約
を
批
准
し
た
。
そ
の
結
果
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
国
籍
を
取
得
す
る
者
が
い
る
一
方
で
、
中
国
籍
の
保
持
を
望
む
者
や
生
活
基
盤
を
奪
わ
れ

た
者
が
中
国
に
渡
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
残
留
日
本
人
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
実

は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
は
一
九
五
三
年
に
残
留
日
本
人
全
員
の
退
去
要
求
を
閣
議
決
定
し
、

日
本
総
領
事
館
に
申
し
入
れ
て
お
り
、
実
際
に
強
制
送
還
さ
れ
た
者
も
い
た
が
、
大
多
数
は

そ
れ
を
免
れ
た
。
し
か
し
法
的
手
続
き
を
経
な
い
で
留
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
彼
ら
は
、
居
住

権
を
得
て
い
る
欧
亜
混
血
者
、
華
人
、
イ
ン
ド
系
、
ア
ラ
ブ
系
よ
り
も
立
場
の
弱
い
、
違
法

滞
在
者
同
然
で
、
無
国
籍
化
し
て
い
た
。
そ
の
多
く
は
現
地
人
女
性
と
す
で
に
結
婚
し
た

り
、
改
宗
し
た
り
し
て
地
域
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
が
、
移
動
の
自
由
は
制
限
さ

れ
、
経
済
的
に
も
恵
ま
れ
ず
、
下
層
社
会
を
生
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
都
市
下
層
で
の
生
活

の
実
態
に
つ
い
て
、
本
章
で
は
藤
山
秀
雄
の
生
活
史
を
取
り
上
げ
た
。
日
本
政
府
と
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
政
府
の
賠
償
交
渉
、
一
九
五
八
年
の
国
交
回
復
と
、
そ
れ
に
と
も
な
う
日
系
企
業
の

進
出
に
よ
り
、
次
第
に
経
済
的
に
自
立
し
て
い
っ
た
残
留
日
本
人
た
ち
は
、
一
九
五
七
年
に

陸
軍
参
謀
次
長
ガ
ト
ッ
ト･

ス
ブ
ロ
ト
准
将
が
署
名
し
た
暫
定
身
分
証
明
書
を
得
て
准
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
人
と
な
る
も
、
そ
れ
は
法
務
省
の
動
き
を
憂
慮
し
た
ガ
ト
ッ
ト
に
よ
る
応
急
処
置

に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
ガ
ト
ッ
ト
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
籍
法
に
特
例
を
設
け
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

共
和
国
軍
籍
に
あ
っ
た
外
国
人
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
籍
を
取
得
す
る
た
め
の
資
格
と
条
件
を

定
め
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
一
九
六
一
年
以
降
、
国
防
大
臣
代
理
の
Ｒ
・
ヒ
ダ
ヤ
ッ
ト
将
軍

署
名
に
よ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
籍
決
定
書
が
数
次
に
わ
た
り
発
給
さ
れ
た
が
、
実
際
に
国
籍

を
認
め
ら
れ
た
者
は
ご
く
一
部
に
限
ら
れ
た
。
国
籍
を
却
下
さ
れ
た
者
の
多
く
は
す
ぐ
に
再

申
請
し
、
一
九
六
三
年
一
二
月
一
八
日
付
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
大
統
領
ス
カ
ル
ノ
の

署
名
と
大
統
領
マ
ー
ク
の
印
さ
れ
た｢

国
籍
に
関
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
大
統
領
決
定｣

が
、
再
申
請
し
た
全
員
に
出
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
残
留
日
本
人
の
国
籍
取
得
は
、
国
防
大

臣
署
名
の
証
明
書
と
大
統
領
署
名
の
証
明
書
の
二
種
類
に
わ
か
れ
、
取
得
の
年
月
日
に
は
複

数
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
た
。
と
く
に
前
者
は
入
籍
日
を
当
人
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
軍

に
入
隊
し
た
日
に
遡
及
す
る
の
に
対
し
、
後
者
は
宣
誓
の
日
と
し
て
い
る
と
い
う
違
い
が
あ

っ
た
。
独
立
戦
争
が
終
わ
っ
て
か
ら
残
留
日
本
人
た
ち
が
国
籍
を
取
得
す
る
ま
で
に
は
実
に

一
四
年
も
の
月
日
が
流
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
オ
ラ
ン
ダ
人
や
中
国
系
住
民
に
比
べ
る

と
、
数
の
上
で
は
圧
倒
的
に
少
数
で
あ
っ
た
残
留
日
本
人
が
排
除
さ
れ
ず
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

社
会
に
包
摂
さ
れ
て
い
っ
た
の
に
は
、
彼
ら
が
革
命
の
主
体
と
な
っ
た
青
年
層
と
同
世
代

で
、
退
役
・
在
郷
軍
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
国
軍

の
内
部
対
立
を
反
映
し
、
在
郷
軍
人
組
織
が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
、
残
留
日
本
人
の

国
籍
・
市
民
権
問
題
に
影
響
を
与
え
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。 
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第
四
章
「
記
憶
と
忘
却
―
―
大
量
虐
殺1965-2011

」
で
は
、
一
九
六
五
年
一
〇
月
一
日

未
明
に
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
発
生
し
た
九
・
三
〇
事
件
を
契
機
に
各
地
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
大
量

殺
戮
を
め
ぐ
る
記
憶
と
忘
却
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
。
九
・
三
〇
事
件
に
つ
い
て
は
事
件
直

後
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
膨
大
な
研
究
が
蓄
積
さ
れ
、
諸
説
あ
る
も
の
の
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

政
府
は
一
貫
し
て
共
産
党
陰
謀
説
を
「
公
式
見
解
」
と
し
て
と
っ
て
お
り
、
学
校
の
歴
史
教

育
や
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
、
再
生
産
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
真
相
解
明
と
和
解
は
一
時

的
な
も
の
に
と
ど
ま
り
、
む
し
ろ
そ
れ
に
逆
行
す
る
揺
り
戻
し
の
動
き
す
ら
あ
る
。
こ
う
し

た
な
か
で
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
地
方
に
お
け
る
大
量
殺
戮
の
実
態
に
つ
い
て
も
徐
々
に

解
明
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
依
然
と
し
て
個
別
実
証
的
な
段
階
に
あ
り
、
全
体
像
は
は
っ
き
り

し
な
い
。
東
部
ジ
ャ
ワ
の
一
村
落
を
対
象
と
す
る
本
章
も
、
そ
の
よ
う
な
制
約
を
受
け
て
い

る
が
、
従
来
の
研
究
で
は
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
虐
殺
以
後
の
被
害
者
家
族
と
加
害
者

家
族
の
ミ
ク
ロ
な
人
間
関
係
に
焦
点
を
あ
て
る
と
と
も
に
、
そ
こ
に
残
留
日
本
兵
と
い
う
他

者
が
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い
た
の
か
を
は
じ
め
て
明
ら
か
に
し
た
と
い
う
意
味
で
、
従

来
の
研
究
に
新
た
な
材
料
と
視
点
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
九
・
三
〇
事

件
後
、
小
野
が
村
で
い
か
な
る
体
験
を
し
、
そ
の
こ
と
が
彼
と
隣
人
の
「
そ
の
後
」
の
生
活

を
い
か
に
規
定
し
続
け
て
い
る
の
か
を
考
察
し
た
。
小
野
の
暮
ら
す
ブ
ン
ガ
村
（
仮
名
）

は
、
虐
殺
以
前
の
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
期
は
開
発
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
地
域
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
よ
う
な
共
同
体
の
な
か
で
も
ナ
サ
コ
ム
期
に
は
、
村
政
を
め
ぐ
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
民

党
、
ナ
フ
ダ
ト
ゥ
ル
・
ウ
ラ
マ
党
の
支
持
者
か
ら
な
る
保
守
勢
力
と
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
産

党
の
支
持
者
が
主
導
す
る
新
興
勢
力
が
激
し
く
対
立
し
、
住
民
虐
殺
が
発
生
し
て
い
た
。
村

人
た
ち
の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
村
で
は
一
九
六
五
年
一
〇
月
中
旬
か
ら
一
一
月
中
旬
の

間
に
虐
殺
が
集
中
し
、
被
害
の
規
模
は
少
な
く
と
も
一
〇
人
、
周
辺
地
域
と
あ
わ
せ
て
も
数

十
人
の
範
囲
内
に
留
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
規
模
は
小
さ
か
っ
た
と
は
い
え
、
虐
殺
の
構
図

は
他
地
域
と
同
様
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
サ
ル
ウ
ォ
・
エ
デ
ィ
・
ウ
ィ
ボ
オ
中
将
率
い
る

陸
軍
空
挺
連
隊
の
一
個
分
隊
の
兵
士
が
村
に
来
た
こ
と
を
契
機
に
虐
殺
が
は
じ
ま
り
、
軍
や

警
察
と
「
連
携
」
し
て
被
害
者
よ
り
も
一
回
り
若
い
、
同
じ
村
の
イ
ス
ラ
ム
青
年
た
ち
一
三

人
が
武
器
を
手
に
取
り
殺
害
に
手
を
染
め
た
。
彼
ら
は
二
人
を
除
き
ナ
フ
ダ
ト
ゥ
ル
・
ウ
ラ

マ
の
青
年
団
で
あ
る
ア
ン
ソ
ル
の
奉
仕
隊
バ
ン
セ
ル
の
メ
ン
バ
ー
で
、
日
頃
か
ら
軍
や
警
察

と
は
連
絡
が
あ
っ
た
。
そ
の
上
で
、
虐
殺
以
後
の
村
落
社
会
に
お
け
る
権
力
関
係
の
形
成
と

変
化
を
描
い
た
。
虐
殺
後
の
村
長
選
挙
で
村
政
が
一
新
さ
れ
た
ブ
ン
ガ
村
で
は
、
虐
殺
の
被

害
者
家
族
を
最
下
層
、
村
役
人
た
ち
を
最
上
層
と
す
る
新
た
な
人
間
関
係
の
序
列
に
も
と
づ

く
権
力
関
係
が
生
ま
れ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
一
見
す
る
と
一
九
七
〇
年
代
を
通
じ
て
国
家
権

力
が
主
導
し
た
「
九
・
三
〇
事
件
は
共
産
党
に
よ
る
陰
謀
」
と
す
る
忘
却
の
政
治
と
村
の
好

調
な
経
済
状
況
を
要
因
と
し
て
維
持
な
い
し
強
化
さ
れ
て
い
っ
た
か
の
よ
う
に
み
え
た
。
し

か
し
そ
の
内
実
を
詳
細
に
検
討
し
て
み
る
と
、
一
九
八
〇
年
代
を
境
に
被
害
者
家
族
の
な
か

に
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
は
参
加
す
る
こ
と
を
事
実
上
許
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
共
同
礼
拝
や



8 
 

農
民
グ
ル
ー
プ
に
参
加
す
る
者
が
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
間
も
被
害
者
家
族
に
対
す

る
権
力
あ
る
い
は
最
上
層
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
差
別
は
継
続
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
層
か
ら
の

差
別
や
偏
見
は
緩
和
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
実
際
、
こ
の
頃
か
ら
村
人
の
多
く
が
被
害
者
家

族
と
近
所
付
き
合
い
を
す
る
こ
と
を
怖
が
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
時
が

経
つ
に
つ
れ
て
被
害
者
家
族
、
加
害
者
家
族
、
傍
観
者
の
あ
い
だ
の
関
係
性
に
変
化
が
生

じ
、
村
人
た
ち
は
権
力
と
の
縦
の
関
係
に
お
い
て
は
従
来
の
人
間
関
係
の
序
列
を
維
持
し
つ

つ
、
社
会
と
の
横
の
関
係
に
お
い
て
は
、
新
た
な
権
力
関
係
を
模
索
す
る
と
い
う
「
二
重
の

生
活
」
を
送
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
政
治
経
済
あ
る
い
は
国
際
関
係
上
は
と
も
か

く
、
少
な
く
と
も
社
会
関
係
の
次
元
に
お
い
て
は
、
九
・
三
〇
事
件
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
社

会
構
造
に
大
転
換
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
よ
り
も
、
従
来
の
国
軍
中
心
史
観
を
強
化
す
る
と

い
う
結
果
を
も
た
ら
し
た
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
小
野
は
虐
殺
当
時
、
果
敢

に
も
被
害
者
の
救
出
を
試
み
、
退
役
軍
人
と
し
て
の
知
己
を
い
か
し
て
東
部
ジ
ャ
ワ
軍
司
令

官
の
ス
ミ
ト
ロ
に
直
談
判
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
出
て
、
日
本
商
社
に
勤

め
、
村
で
の
生
活
の
基
盤
を
築
き
、
歴
代
村
長
と
縁
戚
関
係
を
持
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
小

野
は
、
手
放
し
で
村
社
会
に
同
化
し
続
け
た
単
な
る
よ
そ
者
で
は
な
く
、
し
た
た
か
に
村
の

政
治
に
関
与
す
る
実
力
者
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
軍
国
主
義
に
順
応
し
て
い
た
と
解
釈
し

た
。 第

五
章
「
組
織
化
―
―
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
日
系
社
会
の
形
成 1979-2014
」
で
は
、
ス
ハ
ル

ト
体
制
期
か
ら
民
主
化
に
い
た
る
現
在
ま
で
を
扱
っ
た
。
同
時
期
は
、
国
軍
が
ス
ハ
ル
ト
肝

い
り
の
ゴ
ル
カ
ル
と
の
競
争
を
演
じ
、
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
に
端
を
発
す
る
低
迷
と
政
変
を
経

て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
大
国
と
し
て
再
浮
上
す
る
過
程
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
日

本
で
は
近
年
、
ス
ハ
ル
ト
体
制
の
崩
壊
後
の
政
治
改
革
に
よ
っ
て
、
民
主
主
義
が
定
着
し
た

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
、
人
口
ボ
ー
ナ
ス
（
生
産
年
齢
人
口
が
増
加
し
た
状
態
）
を
活
か
し
て

六
％
以
上
の
経
済
成
長
を
維
持
す
る
こ
と
で
、
経
済
大
国
に
な
る
と
の
楽
観
論
が
広
ま
っ
て

い
る
。
し
か
し
民
主
化
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
、
む
し
ろ
ア
チ
ェ
な
ど
の
地
方
で
国
軍
の
地
域

住
民
に
対
す
る
暴
力
、
政
府
や
警
察
な
ど
と
の
利
権
を
め
ぐ
る
対
立
、
ア
ウ
ト
ロ
ー
や
イ
ン

フ
ォ
ー
マ
ル
の
権
力
が
強
化
さ
れ
る
と
い
う
「
民
主
化
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」
の
問
題
が
顕
在

化
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
民
主
化
の
果
実
を
蝕
む
事
態
を
招
く
元
凶
と
な
っ
て
い
る

の
が
、
陸
海
空
軍
総
兵
力
三
六
万
（
う
ち
二
三
万
が
陸
軍
）
に
の
ぼ
る
国
軍
で
あ
る
と
い
う

の
が
筆
者
の
見
立
て
で
あ
る
。
本
章
で
は
、
こ
の
時
期
に
形
成
さ
れ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
日
系

人
社
会
の
実
態
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
国
立
英
雄
墓
地
や
国
家
英
雄
制
度
に
象
徴
さ
れ
る
、

建
国
の
神
話
を
解
体
し
、
そ
の
揺
ら
ぎ
や
ほ
こ
ろ
び
を
描
き
出
す
こ
と
を
試
み
た
。
具
体
的

に
は
、
一
九
六
〇
年
代
半
ば
に
市
民
権
を
獲
得
し
た
残
留
日
本
人
た
ち
の
な
か
か
ら
有
力
者

が
登
場
し
て
、
組
織
化
が
模
索
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ス
マ
ト
ラ
か
ら
ジ
ャ

ワ
に
移
住
し
、
経
済
的
成
功
を
収
め
た
石
井
正
治
、
乙
戸
昇
は
、
一
九
七
九
年
に
藤
山
の
第

一
声
を
契
機
に
発
足
し
た
福
祉
友
の
会
の
運
営
に
お
い
て
、
日
本
の
戦
友
会
や
友
好
団
体
と
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連
携
し
な
が
ら
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
日
系
人
社
会
の
形
成
に
大
き

く
貢
献
し
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
ス
マ
ト
ラ
の
ア
チ
ェ
に
留
ま
っ
た
白
川
正
雄
が
、
折

に
触
れ
て
会
の
動
き
を
牽
制
し
、
抑
制
し
て
い
た
が
、
そ
こ
に
は
単
な
る
個
人
的
体
験
や
思

想
の
相
違
を
超
え
て
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
と
ア
チ
ェ
の
中
心
―
周
縁
の
関
係
が
反
映
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
そ
の
上
で
、
一
九
九
〇
年
代
に
入
り
、
日
本
政
府
に
よ
っ
て
残
留
元

日
本
兵
の
名
誉
回
復
が
急
速
に
進
む
な
か
、
次
第
に
「
英
雄
」
と
し
て
顕
彰
、
物
語
化
さ
れ

る
の
と
軌
を
一
に
し
て
、
日
系
二
世
・
三
世
が
「
帰
還
移
民
」
と
し
て
日
本
に
出
稼
ぎ
に
来

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
、
藤
山
と
小
野
の
家
族
を
事
例
に
検
討
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

当
初
福
祉
友
の
会
は
末
裔
の
日
本
へ
の
送
り
出
し
を
後
押
し
し
て
い
た
が
、
日
系
人
を
偽
っ

て
渡
日
す
る
者
が
現
れ
る
問
題
が
発
生
し
た
一
九
九
四
年
以
降
は
、
日
系
二
世
・
三
世
の
日

本
行
に
不
介
入
の
方
針
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
そ
の
後
に
日
本
に
出
稼
ぎ
に
渡

っ
た
末
裔
た
ち
が
、
日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
境
界
線
上
で
揺
れ
動
い
て
き
た
実
態
を
明
ら

か
に
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
福
祉
友
の
会
が
日
系
人
社
会
を
形
成
し
た
結
果
、
そ
こ
か
ら
排

除
さ
れ
て
し
ま
っ
た
日
系
人
も
い
る
。
彼
ら
北
ス
ラ
ウ
ェ
シ
・
マ
ナ
ド
の
日
系
人
の
出
自
と

歴
史
を
詳
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
福
祉
友
の
会
の
軌
跡
の
な
か
に
も
、
革
命
・
独
立
戦
争
体

験
や
ジ
ャ
ワ
中
心
主
義
、
軍
国
主
義
を
重
視
す
る
国
軍
中
心
史
観
が
内
包
さ
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
指
摘
し
た
。
そ
し
て
最
後
に
三
世
や
四
世
を
含
め
れ
ば
数
万
人
単
位
に
膨
ら
む

日
系
人
た
ち
が
、
「
日
系
族
」
を
名
乗
り
、
父
祖
に
あ
た
る
残
留
日
本
兵
を
国
家
英
雄
と
し

て
認
証
し
よ
う
と
の
動
き
が
起
こ
る
可
能
性
に
触
れ
た
。 

 

以
上
、
本
論
文
は
、
日
本
占
領
期
か
ら
現
在
ま
で
に
か
け
て
残
留
日
本
兵
が
果
た
し
た
歴

史
的
役
割
を
通
時
的
に
網
羅
し
た
。
そ
の
こ
と
に
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
国
軍
中
心

史
観
、
そ
れ
と
日
本
の
一
国
史
観
の
相
補
的
な
共
犯
関
係
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
「
友
好

史
観
」
を
相
対
化
し
、
非
日
常
と
日
常
を
絡
ま
せ
な
が
ら
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
多
元
主
義
と

排
外
主
義
の
相
克
を
描
き
出
す
と
い
う
意
義
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 


